
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより  ４月号 

令和８年   ４月１３日 

京都市立西院小学校校長 坂本 恵一  

http://www.edu.city.kyoto.jp/hp/saiin-s/ 

午（うま）くいく年になりますように         

校長  坂本 恵一 
今年度も４月１０日（金）、着任式、始業式、入学式をアリーナで行い、令和８年度の

スタートをきりました。１０９名の１年生を迎え、全校児童数７９５名、 教職員７７名での

スタートとなりました。 保護者の皆様、地域の皆様、本年度も、学校教育へのご理解、

ご支援を賜りますよう、何卒、よろしくお願いいたします。 

先月３月に６年生５学級の１７０名が卒業し、新１年生 4学級の１０９名が入学しまし

た。また、新 4年生は年度末に数名の転出があり、５学級から４学級となり、全校２６学

級と矢車４学級と、新たな学級体制となりました。 

 

 

 

 

学校教育目標への思いは変わらず、始業式で、子どもたちに「愛される人」になって

ほしい。「必要とされる人」になってほしいという話をしました。昨年、私も多くの研修や

講演会に出かける中で、「誰もが明日、行きたくなる学校」、「『聞いて！うちの学校

な・・・』と語りたくなる学校」、そんな学校があるべき学校の姿だと。そのためには、「今

日は何するの？」ではなく、「この授業で～を学びたい！」「もっと～が知りたい！」と子ど

もたちが主体的に、意欲的に学ぶ授業づくりや支援ができるよう努めたいと思います。 

  さて、学校目標の中に「夢」とあります。夢を聞かれると「スポーツ選手」「パティシ

エ」と、職業を答えますよね。とても素敵なことです。その職業になれた上で、ファンに応

援されるスポーツ選手や客の集まるケーキ屋さんになれたらもっと素敵ですよね。 

学校目標にある「自分を大切にし（学力、自律、自制）」「他とのつながりを大切に

できる（協働、思いやり、感謝、折合い）」が、「夢に向かって（人に必要とされる、愛さ

れる人）」につながり、夢が叶うのだと考えています。 

  昨年度、冬季オリンピックで金メダルを取った「りく・りゅうペア」は、日々の鍛錬、よく

食べよく寝る、心身のケアと「自分を大切に」し、ペア同士、家族、スタッフ、ファンやこれ

までの仲間たちと、「他とのつながりを大切に」し、その結果、金メダル以上の価値であ

る、誰からも愛され応援されるという「夢」に近づいたのだと思います。 

西院小の子どもに置き換えると、規則正しい生活、毎日の学習や習い事、学校や社

会のルールを守って生活するなどの「自分を大切に」すること。また、家族、クラスや登

校班の仲間、先生や地域の人の「他とのつながりを大切に」すること。それが、「あなた

がこのクラスにいてくれてよかった」「あなたと友だちでよかった」と誰からも愛され、周

囲から応援される状態になる。この「自分軸」と「他人軸」 

の両輪によって「夢」を叶えることができると信じて 

います。そんな生活ができれば「明日も学校に行 

きたい」「西院小っていい学校やで・・・」と生き生き 

と生活できる毎日になると信じています。保護者の 

皆様、地域の皆様、何卒、今年度も本校教育にご 

理解・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

＜学校教育目標＞ 
『夢に向かって 自分を大切にし 他とのつながりを大切にできる子の育成』 

～ 一人一人が輝き 愛される西院の子 ～ 
 

＜めざす子ども＞ 
自ら考え行動し、ルールやマナーが守れる子 
互いに認め合い、思いやりのある子 

命を大切にし、粘り強く取り組み、愛される子 

教職員の紹介 

 

学校医の先生（敬称略） 

内科      中原 宏     内科     徳弘由美子 

耳鼻咽喉科  平杉嘉平太    眼科     富井 聡 

歯科     白原 哲也    薬剤師    根門 統子 

 

学校ｽﾛｰｶﾞﾝ「通いたい学校    通わせたい学校    働きたい学校    応援したい学校」 

学校教育目標 

『夢に向かって 自分を大切にし 他とのつながりを大切にできる子の育成』 

～ 一人一人が輝き 愛される西院の子 ～ 

1 水
2 木
3 金
4 土
5 日
6 月
7 火
8 水
9 木

10 金

11 土
12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

　

　

　

　

　

　

　

・午前中授業　（全学年完全下校）

・4年身体計測

・午前中授業　（全学年完全下校）

　

・着任式、入学式、始業式

　

・おやじの会 (机と椅子の高さ調整)

・矢車、1年身体計測

・ALT4年

・2年身体計測

・ALT6年

・給食開始(～7/22)

・3年身体計測

・ALT5年

日 曜 4　月　行　事　予　定

　

・1年交通安全教室(アリーナ)

・2年聴力

・ALT6年

　

・３年聴力

・ALT5年

・委員会活動①

・５年聴力

・ALT3年

　

　

・教職員研修のため

（授業後13:30全学年完全下校）

・6年生全国学力、学習状況調査

・9:00～15:00耳鼻科検診（全学年）

・6年身体計測

・13:50～眼科検診（矢・3・4年）

・町別児童集会５校時 ・集団下校

・5年身体計測



令和７年度「京都市立学校教育表彰」表彰式 
３月２５日（水）に京都市立学校教育表彰の表彰式が京都市総合教

育センターで行われました。これは京都市立学校の児童・生徒、団体等

が学問的分野又は文化芸術など 様々な教育活動において、特に顕著

な業績があった者に対し、その栄誉を称え、表彰するものです。  

本校から、６年３組 矢野翔大さんが受賞されました。矢野さんは、「第

７５回全国小・中学校作文コンクール小学校高学年の部」で「読売新聞

社賞」を受賞しました。その功績を西院小学校から推薦し、今回の受賞

が決まりました。昨年度も矢野さんは、「第６５回 

自然科学観察コンクール」にて、「文部科学大臣賞」 

を受賞し、この京都市立学校教育表彰で表彰されて 

います。本当におめでとうございます。すべての子ど 

もたちが、自分の「好き」「興味」に向かっていっても 

らいたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西院トピックス 

銀行の引き落としについて 
毎月１回目の引き落としは１０日、２回目の引き落としは２５日になりま

す。なお４月は年度当初のため、諸費引き落としの事務処理が間に合い

ません。そのため４、５月分まとめて５月に引き落とさせていただきます。集

金計画につきましては、後日別紙にてお知らせいたします。 

毎月、確実に引き落としができますよう、保護者の皆様、ご協力の程よ

ろしくお願いいたします。 

保護者連絡アプリ「すぐーる」について 
保護者連絡アプリとして「すぐーる」を使っています。今後、欠席の連絡

や健康観察は、 「すぐーる」をご活用ください。 

そこで、保護者の皆様にお願いです。万が一、子どもたちが欠席・遅刻

する場合は、欠席・遅刻する当日の朝 8:１５までにその連絡をご入力くだ

さい。前日までにご入力されてしまいますと、アプリの構造上、先に入力し

たものを、当日、学校で確認することができないことがあります。そのた

め、先の日にちの欠席・遅刻の連絡をする場合は、お手数ですが、連絡

帳またはお電話にて学校までお知らせください。欠席理由が確認できる

まで学校から連絡を続けますので、必ず当日のご連絡をお願いします。 

また、電話で連絡される場合には、午前８時００分～午前８時３０分にお

願いします。担任が教室を離れにくい場合は、電話口の教職員が、職員

室にて対応させていただきます。学校でも、毎日朝の健康観察を行ってい

ますが、ご家庭でも朝の体調を確認していただき、熱のある時などは無

理をされないようにしてください。 

ご協力をお願いします。 

「就学援助」及び「総合育成支援教育就学奨励費」
制度のお知らせ 

京都市では、お子さんが市立小・中学校へ就学するにあたり、経済的

な理由によりお困りの保護者に対し、学用品費や給食費などを援助する

就学援助制度を設けています。 

※令和７年度より、多子加算ができる子の年齢が１８歳未満から２２歳

未満に上がります。 

昨年度、不認定となった方も加算の要件に該当すれば認定できる場

合がありますので、該当する方は学校にお申し出ください。 

※様々なご事情により家計が急変する等、経済的な理由でお困りの 

場合は、収入状況の悪化がわかるものをご提出いただくこと等によ

り認定できる場合がある臨時措置を設けています。まずは、学校にご

相談ください。 

また、育成学級に在籍しているお子さんのご家庭や、普通学級に在籍

し、総合支援学校に通う程度の障害があるお子さんのご家庭に対し、学

用品費等の一部を補助する総合育成支援教育就学奨励費制度も設け

ています。 

申込みの手続きやご質問がある方は学校までお申し出ください。 

児童を全教職員で支え、力を伸ばす「チーム担任」について 

今年度も各クラスに学級担任を置きますが、「学年担任制」とし、学

年の担任団及び専科担当で、児童をこれまで以上の関わりで支援し、

見ていくよう努めます。 

児童の良さや課題を多くの目で、多面的・多角的に見取り、児童へ

の良い声かけや承認、困りに早期に気づけるようにしたいと思います。

また、児童が抱える困りごとや相談ごとなど、話しやすい教員を状況に

応じて選ぶこともでき、児童の安心感につなげたいと思います。児童に

もあるように、教員にも得意と不得意があります。教員の得意を生かし

て、児童の長所や能力を引き出し、主体的に学び、生活できるよう支援

していきたいと考えています。 

１年間の中で、教科によって専科指導を行ったり、担任団が交換授

業による指導をしたり、朝の会や給食、掃除や終わりの会など、授業以

外の場面で担任団がクラスを交代したりする場面が出てきますが、上

記のような意図であることをご理解いただき、お子様の成長を共にご

支援いただきますよう、よろしくお願いします。 

 

校時表及び 

各学年における授業時間割の時数について 
【校時表と授業時間割のポイント】 

①  全学年、金曜日が午前に５校時まで実施(※午前中５時間授業) 

月曜の６校時は特別活動を配置。  

※（ex.1週目「委員会活動」、2週目「クラブ活動」、3・4週目「６校

時カット（通常５校時授業）」etc） 

② 夏場の暑い時期は、期間を限定し、午前中５校時授業 14:０５下校 

温暖化による夏場の暑さ指数の問題なども鑑み、期間を限定して午

前中５校時授業を実施。（※期間は学校だより「月行事欄」にて掲載） 

②  1年生の水曜日は４時間授業 

授業時数の観点からも、全市的に時数の見直しがあり、今年度から

年間全ての水曜日を４時間授業とする。 

 

「子どもも大人もいきいきと笑顔あふれる学校」づくり 
学校現場の教員不足が依然深刻な中、子どもにとって最大の教育環

境である教職員の働き方を考え、児童に向き合う時間、授業の質向上

のための授業作りの時間等の確保により、子ども・大人のウェルビーイン

グを目指したいと考えています。そこで、電話対応時刻を平日は、８：００

～１７：００とします。長期休業中は、８：３０～１７：００とします。ご理解ご協

力よろしくお願いいたします。 

SNSの正しい使い方について 
近年、スマートフォンやタブレット端末の普及により、子どもたちが SNS

やオンラインゲーム、動画配信サービスなど、インターネットに触れる機会

が増えています。便利である一方で、使い方を誤ると、トラブルや心身へ

の悪影響につながることも少なくありません。 

学校では、情報モラルについて、学年に応じてその都度、指導を行って

います。ご家庭で、スマホのフィルタリングや使用方法、SNS の利用のル

ールづくり、また、トラブルについての管理責任など、保護者の責任のも

と、所持、使用をさせていただきますようお願いします。 


